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回の操作で取り出した食塩水の重さを gとする。
ただし、≦ ≦ である。

回の操作が終わった後の食塩の重さについて方程式を立てると

≦ ， より

これは ≦ ≦ を満たす。
よっ 22て、１回の操作で取り出す食塩水の重さは gである。
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△ と△ において
仮定より

は∠ の二等分線なので
･･･①

線分 と線分 はともに円の半径なので
△ は の二等辺三角形になり

･･･②
①、②より

･･･③
また、対頂角は等しいので

･･･④
③、④より二組の角がそれぞれ等しいので
△ ∽△
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より△ ∽ △ なので ･･･①
線分 は直径なので ･･･②
①、②より
これと対頂角より
したがって△ は直角三角形である。
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ⅰ 直線 が辺 と交わるとき
辺 と直線 の交点を とすると 
直線 によって△ と台形 に分けられる。
点 が辺 の中点となるとき
台形 ：△ ＝ となる。

このとき、 の座標は  

と表されるので

と より、

 2

2

( ) AB

AB N

NBC NADC

N AB

MADC NBC 3 : 1

N 0,

0 4 (2)

2

( )( ) 1, 2

l

l

l

a

a

a

a

 




ⅱ 直線 が辺 と交わるとき
辺 と直線 の交点を とすると 
直線 によって△ と台形 に分けられる。
点 が辺 の中点となるとき
台形 ：△ ＝ となる。

このとき、 の座標は点  

と表されるので

と より
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